
一
、
「
悪
魔
の
さ
さ
や
き
」
を
対
象
と
す
る
理
由

聖
書
の
訳
語
「
悪
魔
」
は
、
鈴
木
範
久
（
二
○
○
六
）
に
よ
れ
ば
、

「
愛
」
や
「
神
」
「
隣
人
」
と
同
じ
く
、
聖
書
の
言
葉
の
日
本
語
化
・
一
般

化
の
目
安
と
な
る
釦
語
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま

す
（
弓
弓
‐
雪
）
。

聖
書
の
言
葉
の
日
本
語
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
大
き
く
３
つ
の
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

①
中
国
語
訳
聖
書
か
ら
採
用
し
た
言
葉
の
影
響
が
大
き
い

本
稿
は
、
聖
書
の
翻
訳
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
訳
語
「
悪
魔
」
の
コ
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
成
立
の
可
能
性
か
ら
、
大
き
く
２
点
、

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
性
と
身
体
性
を
指
摘
し
、
訳
語
の
日
本
語
化
に
関
す
る
先

行
研
究
を
補
う
も
の
で
す
。

「
悪
魔
の
さ
さ
や
き
」
の
素
描

Ｉ
訳
語
「
悪
魔
」
の
ヴ
ィ
ジ
ュ
ァ
ル
性
身
体
性
か
ら

「
さ
さ
や
く
」
に
結
び
つ
く
ま
で
Ｉ

②
文
語
訳
聖
書
、
い
わ
ゆ
る
大
正
改
訳
版
（
一
九
一
七
年
発
行
）
の

訳
語
の
寄
与
が
大
き
い

③
従
来
あ
っ
た
同
じ
形
態
の
日
本
語
に
、
意
味
の
変
容
を
も
た
ら
し

た
ケ
ー
ス
が
あ
る

①
に
つ
い
て
は
、
早
く
御
法
川
恵
子
（
一
九
六
五
）
、
森
岡
健
二
編
著

（
一
九
六
九
）
が
あ
り
、
柳
父
章
（
二
○
○
二
、
鈴
木
範
久
（
二
○
○
六
）

な
ど
が
代
表
的
な
も
の
で
し
ょ
う
。

特
に
、
今
回
取
り
上
げ
る
訳
語
「
悪
魔
」
に
つ
い
て
は
、
尊
田
佐
紀
子

（
二
○
○
一
）
、
加
藤
早
苗
（
二
○
○
九
）
に
詳
し
い
分
析
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
る
と
、
中
国
語
訳
の
新
約
聖
書
に
お
い
て
、
堕
落

へ
誘
惑
す
る
も
の
と
し
て
の
悪
魔
９
号
９
８
は
「
魔
鬼
」
、
取
り
畷
く
悪

霊
と
し
て
の
悪
魔
ｇ
言
○
日
目
は
「
悪
鬼
」
「
鬼
」
な
ど
と
訳
し
分
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
語
訳
で
は
、
い
わ
ゆ
る
明
治
元
訳
版
に
、
前
者

に
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
漢
語
「
悪
魔
」
が
採
用
さ
れ
、
後
者
に
は
大
正
改

塚
本
泰
造
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